
提

出

者

金

子

善

次

郎

平
成
十
二
年
十
一
月
一
日
提
出

質

問

第

二

五

号

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
よ
る
拉
致
事
件
及
び
同
疑
惑
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

25



朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
よ
る
拉
致
事
件
及
び
同
疑
惑
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
よ
る
わ
が
国
民
の
拉
致
事
件
は
重
要
な
国
家
主
権
侵
害
並
び
に
国
民
の
人
権
侵
害
で
あ
り
、

政
府
が
被
拉
致
者
の
救
出
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
は
あ
ま
り
に
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
国
民
に
対
し
て
は
も
と
よ
り
、

一
日
千
秋
の
思
い
で
再
会
を
熱
望
し
て
い
る
ご
家
族
の
心
中
を
察
す
る
と
き
、
そ
の
御
家
族
に
対
し
て
こ
の
事
件
に
関
す
る
最

大
限
の
情
報
を
開
示
す
る
義
務
と
責
任
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
七
件
十
人
」
以
外
の
拉
致
事
件
に
つ
い
て

森
総
理
は
、
平
成
十
二
年
十
月
二
十
五
日
（
水
）
の
国
家
基
本
政
策
委
員
会
合
同
審
査
会
で
の
答
弁
で
、
今
般
の
日
朝
国

交
正
常
化
交
渉
に
お
い
て
、
わ
が
国
よ
り
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
対
し
て
、
拉
致
問
題
の
対
象
者
と
し
て
解
決
を
求

め
て
い
る
の
は
七
件
十
名
で
あ
る
と
し
、
極
め
て
限
定
的
に
答
弁
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
方
々
以
外
に
も
、
こ
れ
ま
で
警
察
庁
が
同
国
に
よ
り
拉
致
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
認
識
し

て
い
る
失
踪
事
件
な
い
し
疑
惑
事
件
に
係
る
被
拉
致
者
の
方
々
を
も
把
握
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
�
）

昭
和
三
十
八
年
の
寺
越
事
件
と
な
ら
び
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
側
が
そ
の
存
在
を
認
め
た
数
少
な
い
事
例
で

一



あ
る
高
知
県
出
身
の
福
留
貴
美
子
氏
の
失
踪
事
件
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
政
府
は
、

こ
れ
ま
で
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
対
し
、
同
国
に
入
国
し
た
経
緯
及
び
そ
の
後
の
詳
細
な
消
息
に
つ
い
て
質

し
た
事
実
は
あ
る
か
。

（
�
）

昭
和
五
十
六
年
十
月
二
十
一
日
に
鳥
取
県
米
子
市
和
田
町
三
三
〇
九
番
地
居
住
の
松
本
京
子
氏
が
失
踪
し
た
事
件

に
関
し
、
こ
れ
ま
で
警
察
庁
が
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
よ
る
拉
致
の
疑
い
の
あ
る
失
踪
事
件
を
各
県
警
に
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
指
示
し
た
際
、
本
件
が
疑
惑
事
件
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
本
件
に
つ
い
て
、
政
府
は
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
関
連
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

（
�
）

今
般
の
日
朝
国
交
正
常
化
交
渉
に
お
い
て
前
記
の
総
理
答
弁
の
よ
う
に
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
対
し
て

「
七
件
十
人
」
と
極
め
て
限
定
的
に
交
渉
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
。
仮
に
充
分
な
証
拠

等
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
疑
惑
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
せ
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
被
害
者
の

救
出
を
目
指
す
の
が
政
府
の
責
務
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

二

被
害
者
家
族
へ
の
情
報
開
示
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
「
七
件
十
人
」
の
家
族
に
対
し
て
警
察
機
関
は
一
切
捜
査
資
料
の
公
開
を
し
て
い
な
い
。

二



政
府
は
被
拉
致
者
の
氏
名
及
び
住
所
、
事
件
の
経
過
等
に
つ
い
て
、
安
全
の
確
保
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら

発
表
で
き
な
い
と
し
て
い
る
が
、
す
で
に
被
害
者
家
族
は
公
の
場
に
出
て
発
言
し
て
お
り
、
ま
た
、
総
理
、
外
相
を
は
じ
め

政
府
機
関
は
被
拉
致
者
家
族
と
し
て
面
会
や
各
種
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
犯
罪
被
害
者
の
人
権
問
題
が
重
要
視
さ
れ
て
い

る
現
在
、
当
該
家
族
に
は
一
定
の
説
明
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。

三


